
NPO法人 アイアム就労支援

ヒアリングフレイル予防推進計画

with

傾聴ボランティア 就労支援モデル



２．ヒアリングフレイル予防

・NPO法人日本ユニバーサル・サウンドデザイン協会様
・ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社様



社会的孤立！！



ヒアリングフレイルとは？

解決法：音を大きくするのではなく『明瞭度』を
あげることによって、声が聞き取りやすくなり、
認知症やうつ症状になったり社会から取り残
されるリスクが軽減されます。

問題：超高齢化社会による難聴者増加、ヘッドフォンによる騒音性難聴やストレスによる
突発性難聴など、難聴に悩む方は増加する一方で、目に見えず気づきづらい“聴こえ”へ
の理解や取り組みは多くの課題を抱えています。

医師と患者間で起こるコミュニケーションギャップや、高齢の方が難聴であることで認知
症と誤認されるケースなど、特に医療機関や介護施設での“聴こえ”の問題は深刻です。

ヒアリングフレイルとは、耳の虚弱(聞き取る機能の衰え)という意味です。放置すると心身
の活力の衰えが進み、認知症やうつ状態となるリスクが高まることが、研究でわかってい
ます。

『聴覚機能の低下による認知症誤認のケース』
短編映画「気づかなくてごめんね」

https://youtu.be/8HgX4xeJLLk

ｖ

https://youtu.be/8HgX4xeJLLk


声が聴き取り難い方が、これから爆増していきます！

2025年問題＆ 2030年問題 （記事紹介）

「2025年問題」とは、戦後すぐの第一次ベビーブー
ム（1947年～1949年）の時に生まれた、いわゆる"

団塊の世代"が後期高齢者（75歳）の年齢に達し、

医療や介護などの社会保障費の急増が懸念され
る問題を指します。 2025年には後期高齢者人口
が約2,200万人に膨れ上がり、国民の4人に1人が
75歳以上になる計算です。

https://www.sagasix.jp/column/care/2025/

2030年の労働市場の未来推計をみてみると、労働需要が7073万人なのに対し、労働供
給は6429万人と、2030年時点で644万人の人手不足が生じると予測されている。

すでに、女性への就労支援、シニアに向けた定年延長、外国人就労のための制度改正な
ど、官民ともに対策に取り組んでいるが、これらの対策を打ったとしても、644万人の人出

不足の半分程度しか確保できないと言われている。今、デジタル変革による生産性向上が
期待されているのは、この不足する労働力を埋めるためなのだ。

https://forbesjapan.com/articles/detail/38331/1/1/1

https://www.sagasix.jp/column/care/2025/
https://forbesjapan.com/articles/detail/38331/1/1/1


★しっかりと支援してコミュニケーションをとることが
できていれば、認知はすすみにくい ことが判明！

前臨症期 → ヒアリングフレイル期 → 軽度認知障害(MCI) → 認知症

と進ませない為にも
ユニバーサルサウンドデザイン様と一緒に

『ヒアリングフレイル予防』 を推進していきます。



ユニバーサルサウンドデザイン株式会社様の活動

NPO法人日本ユニバーサル・サウンドデザイン協会様の取り組み



『ヒアリングフレイル予防』の啓蒙活動
（対象：難聴、高齢者、支援学校、他）

＋
『傾聴ボランティア』での社会復帰を目指した就労支援
（対象：一人親、産休中や介護休暇中の方々、新型

コロナウイルスが原因で職場から弾き出されて
しまった方々、ひきこもり、等、さまざまな理由により

働くことが出来ていない方々）

それぞれの生きがいと、パンデミック＆災害に
備えた体制創りを目指していきます。



話し相手・面談

施設からのレクリエーションの要望例：

<個別対応>
傾聴（お話し相手）、囲碁、将棋の相手、新聞や本の朗読

<複数人向け>
歌や楽器演奏、演芸、マジックショー

◆ 福祉施設や老人ホームにおいて、ボランティアに期待される役割
のひとつが 【傾聴（お話し相手） 】 です。



話し相手・面談

当院について＞取り組み・実績＞ボランティア ｜ 埼玉県済生会川口総合病院

ボランティアの一例

ボランティアグループ なでしこ 済生会湘南平塚病院

http://www.saiseikai.gr.jp/about/volunteer.html
https://www.hiratsukasyakyo.jp/global-image/units/upfiles/15686-1-20210114083921_b5fff84a9156d7.pdf


話し相手・面談

とちの木ボランティアセンター | 栃木県済生会高齢者ケアセンター

ボランティアの一例

院内デイケアボランティアの募集について | お知らせ | 常陸大宮済生会病院

http://tochisaikou.com/volunteer/
http://ho-saisei.jp/news/info/20171014-3489


話し相手・面談

ボランティアの一例

その他の活動｜済生会京都府病院

ASK

ボランティア会員募集 | 石川県済生会金沢病院

https://kyoto.saiseikai.or.jp/hospital/index30.html
https://saiseikaikanazawa.jp/about/volunteer


話し相手・面談

ボランティアの一例

明和苑の取り組み 社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部三重県済生会 明和苑

ボランティア募集 - 社会福祉法人恩賜財団済生会 長和園

https://www.meiwa-saiseikai.jp/meiwaen/chapter-detail.php?funcid=2&cid=32&cpid=55
https://tyouwaen.com/about-us/volunteer/


話し相手・面談

済生会姫原特別養護老人ホーム - 愛媛ボランティアネット

ボランティアの一例

病院ボランティア - 社会福祉法人 恩賜財団 済生会今治病院

https://nv.pref.ehime.jp/servlet/Kokai?filename=UserSerch&USR_ID=200400001152&kubun=1&syosaiflg=1
https://www.imabari.saiseikai.or.jp/soshiki/2/voluntter.html


話し相手・面談

岡山済生会総合病院ボランティア募集中

ボランティアの一例

ボランティア募集｜済生会山口地域ケアセンター

https://www.okayamasaiseikai.or.jp/cms/wp-content/uploads/2015/11/1429341540.pdf
https://saiseikai-care-y.jp/volunteer


話し相手・面談

済生かごしま NEWS & TOPICS

http://www.saiseikai-kagoshima.jp/magazine/pdf/magazine_08.pdf


ステップ１ ：施設やイベントにて実施

① アプリ 『みんなの聴脳力チェック』 を活用していきます



このアプリを使い、まずは自分の点数を把握することで

・聞き取れていない部分があるということ
・どれだけ聞き取れていないか

を知ってもらいます

言葉の認識状態を可視化する語音聴取チェックアプリ「みんなの聴脳力®チェック」

ステップ１ ：施設やイベントにて実施

https://u-s-d.co.jp/mimicare/


② 傾聴ボランティアの協力のもと、
聞かせる トレーニングを継続しておこなっていきます

フレイルの方々 ➡ 聴力が悪いままだと、自立できなくなってきます。
傾聴ボランティアの方々との意思疎通・会話を通して、希望と喜びを受け取る
ことができるようにしていきます。

傾聴ボランティアの方々 ➡ 無償ボランティアから有償ボランティアへ。
お金を稼ぐ機会を得るだけでなく、社会に貢献し、相手に喜んでいただく体験
をしていただきます。

（傾聴ボランティア団体とコラボ）

ステップ２ ：施設やイベントにて実施



看護師や介護士が人手不足で忙しい中、正しいコミュニケーション（患者様・
利用者様一人一人に対し、目をみて向かい合う、口を大きくひらき、ゆっくりと
話す）を毎回行っている余裕が無いのが実情です。そういった基本を知らない
方々も多くいますので、まずは啓蒙活動が重要です。

理解不足、人手不足、環境不足、会話不足、自己承認不足…

そういたものを解決していくために、今回は「傾聴ボランティア」が大きな役割
を担ってくることになります。

施設にとって、ボランティアを受け入れる事が仕事の大幅な効率化へとつな
がっていくようになります。「無償から有償に変えてでもボランティアの方々に
来て頂きたい」と認識していただくことで、新しい就労支援の形が確立されるこ
とでしょう。

また、有償へと切り替わることでボランティアの質もあがっていき、２０２５年問
題、２０３０年問題への解決にもつながっていく、革新的で、チャレンジングな
取り組みとなっております。

施設にとってのメリット




